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児
童
虐
待
と
親
権
制
度
を
め
ぐ
る
昨
今
の
論
議
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池
谷
　
和
子

　

昨
今
、
親
権
制
度
の
改
正
へ
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
深
刻
な
児
童
虐
待
事
例
が
顕
在
化
し
て
き

て
お
り
、
特
に
公
的
機
関
が
家
庭
に
介
入
し
て
児
童
虐
待
を
防
止
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
虐
待
親
の
法
的
な
親
権
が
壁
に
な
っ
て
い

る
と
の
主
張
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
反

面
、
親
権
制
度
は
児
童
虐
待
の
み
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
は
な
く
、

「
一
般
に
子
ど
も
を
保
護
し
て
い
る
親
に
は
ど
の
程
度
の
法
的
権
利
義

務
を
与
え
る
こ
と
が
最
善
か
」
と
い
う
多
く
の
健
全
な
親
達
に
も
一
律

に
適
用
さ
れ
る
規
定
ゆ
え
に
、
親
権
制
度
の
改
正
は
決
し
て
簡
単
な
問

題
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
と
親
権
制
度
、
及

び
、
親
権
を
め
ぐ
る
昨
今
の
議
論
と
い
う
、
児
童
虐
待
に
端
を
発
し
た

最
近
の
親
権
制
度
の
議
論
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

一
　
児
童
虐
待
防
止
と
親
権
制
度

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
世
話
は
お
ろ

か
、
喋
る
こ
と
も
立
っ
て
歩
く
こ
と
さ
え
出
来
な
い
。
通
常
は
母
親
に

日
常
生
活
の
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、
可
愛
が
っ
て
貰
う
こ
と
で
、
物
質

的
な
欲
求
と
精
神
的
な
欲
求
を
満
た
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
徐
々
に
成
長

し
て
い
く
。
時
に
は
危
な
い
こ
と
や
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
し
て
親

か
ら
叱
ら
れ
な
が
ら
社
会
の
ル
ー
ル
や
常
識
を
身
に
つ
け
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
と
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
外
で
過
ご
す
時
間
は
多
く

な
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
り
に
す
る
の
は
家
庭
で

あ
り
親
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
前
提
と
し
て
、
民
法
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な

観
点
と
し
て
、
赤
ん
坊
で
あ
っ
て
も
権
利
の
享
有
主
体
に
な
り
う
る
こ

と
を
宣
言
し
つ
つ
（
民
法
第
三
条
第
一
項
）、
実
際
に
は
そ
れ
だ
け
の
判

断
能
力
が
な
い
こ
と
を
鑑
み
て
、
二
〇
歳
を
成
人
（
民
法
第
四
条
）
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
は
未
成
年
と
し
て
様
々
な
法
律
行
為
に
は
親
の
同
意

を
必
要
と
す
る
（
民
法
第
五
条
、
第
八
一
八
条
）。
親
の
持
つ
親
権
の
内

容
と
し
て
は
、（
１
）
監
護
及
び
教
育
（
民
法
第
八
二
〇
条
）
に
関
し
て

の
①
居
所
の
指
定
（
民
法
第
八
二
一
条
）、
②
懲
戒
（
民
法
第
八
二
二

条
）、
③
職
業
の
許
可
（
民
法
第
八
二
三
条
）
と
、（
２
）
財
産
の
管
理

及
び
代
表
（
民
法
第
八
二
四
条
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
父
母
が
共
同
し

て
親
権
を
行
使
す
る
（
民
法
第
八
一
八
条
第
三
項
）。
た
だ
し
、
親
が

「
親
権
を
濫
用
し
、
又
は
著
し
く
不
行
跡
で
あ
る
と
き
」
や
「
管
理
が

失
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
子
の
財
産
を
危
う
く
し
た
と
き
」

は
、「
子
の
親
族
又
は
検
察
官
」
の
請
求
に
よ
っ
て
家
庭
裁
判
所
は
、

親
権
喪
失
の
宣
告
（
民
法
第
八
三
四
条
）
や
管
理
権
喪
失
の
宣
告
（
民
法

第
八
三
五
条
）
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
逆

に
、
そ
れ
ら
の
原
因
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
「
本
人
又

は
そ
の
親
族
」
の
請
求
に
よ
っ
て
、
親
権
又
は
管
理
権
の
喪
失
の
宣
告

を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
（
民
法
第
八
三
六
条
）。
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さ
ら
に
福
祉
的
な
観
点
か
ら
は
、
家
庭
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
児

童
福
祉
法
に
お
い
て
、「
保
護
者
の
な
い
児
童
又
は
保
護
者
に
監
護
さ

せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
児
童
」
の
通
告
（
児
童
福
祉
法

第
二
五
条
）
に
よ
り
児
童
相
談
所
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
児
童
に
一
時

保
護
を
行
い
（
児
童
福
祉
法
第
三
三
条
）、
親
権
者
の
同
意
若
し
く
は
家

庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
っ
て
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
さ
せ
つ
つ
（
児
童

福
祉
法
第
二
七
条
一
項
三
号
、
第
二
八
条
）、
親
へ
の
指
導
を
行
い
（
児
童

福
祉
法
第
二
六
条
）、
最
悪
の
場
合
に
は
親
権
喪
失
の
申
し
立
て
も
行
う

（
児
童
福
祉
法
第
三
三
条
の
七
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
行
の
親
権
制
度
に
対
し
て
、
以
下
に
述
べ

る
よ
う
な
児
童
虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
現
在
の
親
権
制
度
を
改
正
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
持
ち
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
は
、
平
成
に
入
っ
て
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
も
虐
待
に
対
応
す
る
条
文
を
包
含
し

て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
平
成
一
二
年
に
は
児
童

虐
待
防
止
法
が
成
立
、
平
成
一
六
年
と
一
九
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
改

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、（
１
）
児
童
虐
待
の
定

義
（
①
身
体
的
虐
待
、
②
性
的
虐
待
③
ネ
グ
レ
ク
ト
④
心
理
的
虐
待
）

（
児
童
虐
待
防
止
法
第
二
条
）
を
定
め
、（
２
）
国
及
び
地
方
公
共
団
体

に
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
及
び
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
迅
速

か
つ
適
切
な
保
護
を
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備
を
行
う
よ
う
に
促
し

（
児
童
虐
待
防
止
法
第
四
条
）、（
３
）
学
校
の
教
職
員
、
児
童
福
祉
施
設

の
職
員
、
医
師
、
保
健
婦
、
弁
護
士
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
職
務
上
関

係
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
る
よ
う
言
及

し
（
児
童
虐
待
防
止
法
第
五
条
）、（
４
）
虐
待
を
受
け
た
児
童
を
発
見

し
た
者
は
誰
で
あ
っ
て
も
、
児
童
福
祉
法
二
五
条
の
通
告
を
さ
せ
る
事

（
児
童
虐
待
防
止
法
第
六
条
）、（
５
）
都
道
府
県
知
事
は
、
児
童
虐
待
が

行
わ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
児
童
委
員
又
は
児

童
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
を
、
児
童
の
住
所
や
居
所

に
立
ち
入
り
、
必
要
な
調
査
や
質
問
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
（
児
童
虐
待
防
止
法
第
九
条
）。
平
成
一
六
年
改
正
で
は
①
児

童
虐
待
の
定
義
の
拡
大
や
②
通
告
対
象
の
拡
大
と
い
う
方
向
に
修
正
さ

れ
、
さ
ら
に
平
成
一
九
年
改
正
で
は
、
新
た
に
①
児
童
の
安
全
確
認
等

の
た
め
の
強
制
的
な
立
ち
入
り
調
査
制
度
、
②
保
護
者
に
対
す
る
つ
き

ま
と
い
徘
徊
の
禁
止
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

し
か
し
本
来
、
実
生
活
に
お
い
て
も
法
的
に
も
余
程
の
こ
と
が
な
け

れ
ば
親
に
任
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
の
養
育
全
般
に
公
的
機
関
が
口
を
挟

む
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ば
、「
公
的
機
関
」
対
「
親
」
と
い
う
対
立
の

図
式
が
出
来
上
が
り
、
親
側
は
自
ら
の
法
的
な
親
権
を
盾
に
公
的
機
関

の
介
入
を
拒
も
う
と
す
る
。
加
え
て
、
昨
今
の
ひ
ど
い
虐
待
事
件
が
生

じ
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
親
に
任
せ
き
り
の
法
制
度
で
は
な
く
、
子

ど
も
を
助
け
る
た
め
に
容
易
に
公
的
機
関
が
介
入
で
き
る
、
す
な
わ
ち

法
的
に
も
親
の
親
権
を
よ
り
容
易
に
制
限
で
き
る
親
権
制
度
に
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
―
と
い
う
の
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
親
権
制
度
改
正

へ
の
動
き
で
あ
る
。
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た
だ
し
今
現
在
に
お
い
て
も
、
多
く
の
親
は
子
ど
も
に
対
し
て
適
切

な
養
育
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
親
に
対
し
て
は
出
来
る
限
り
自

由
な
子
育
て
を
保
障
し
、
な
お
か
つ
虐
待
の
あ
る
家
庭
に
は
公
的
機
関

が
出
来
る
限
り
口
出
し
し
て
善
処
出
来
る
―
こ
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
法
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
、
現
在
の
親
権
制
度
改

正
議
論
が
紛
糾
す
る
根
底
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
児
童
虐
待
防
止
に
関
連
し
て
親
権
制
度
の
改
正
ま
で
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
平

成
一
六
年
改
正
直
前
に
公
に
な
っ
た
「
岸
和
田
事
件
」（
大
阪
府
岸
和
田

市
の
自
宅
で
中
学
三
年
生
の
男
子
が
軟
禁
さ
れ
、
父
親
と
そ
の
内
縁
の
妻
か

ら
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
暴
行
や
食
事
を
長
時
間
与
え
ら
れ
な
い
等
し
て
意

識
不
明
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
児
童
虐
待
事
件
。
学
校
と
児
童
相
談
所
の
連

携
や
、
親
が
断
固
拒
否
し
た
場
合
に
子
ど
も
の
安
否
を
ど
う
確
認
す
べ
き
か

が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。）
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
立
法
者
達

の
親
権
制
度
改
正
へ
の
意
欲
を
高
め
た
が
、
親
権
は
民
事
法
の
根
幹
で

あ
る
民
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
単
に
児
童
虐

待
の
み
を
念
頭
に
簡
単
に
変
更
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
平
成
一
六
年

及
び
平
成
一
九
年
の
児
童
虐
待
防
止
法
改
正
で
は
手
を
つ
け
ら
れ
ず

に
、
平
成
一
九
年
改
正
の
法
律
附
則
に
よ
り
、
政
府
は
同
法
施
行
（
平

成
二
〇
年
四
月
一
日
）
後
三
年
以
内
に
、
親
権
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
法
務
省
の
委
託
に
よ
り
「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め

の
親
権
制
度
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
六
月
～
一
二
月
の
六
ヶ
月
の
議

論
を
経
て
、
平
成
二
二
年
一
月
に
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ

の
親
権
制
度
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
政
府
に
よ
る
親
権
制
度
の
見
直

し
が
望
ま
れ
る
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
論
点
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。（
１
）
親
権
は
子
の
利
益
の
為
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
視
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、（
２
）
親
権
を
制
限
す
る
点
に
つ
い

て
は
、
①
民
法
関
連
で
は
、
ⅰ
現
在
は
「
親
権
の
濫
用
又
は
著
し
い
不

行
跡
」
と
さ
れ
て
い
る
親
権
喪
失
原
因
を
、
よ
り
広
く
子
ど
も
の
利
益

の
視
点
か
ら
規
定
す
べ
き
か
ど
う
か
、
ⅱ
親
権
喪
失
の
申
立
人
に
子
を

加
え
る
べ
き
か
ど
う
か
、
ⅲ
新
た
に
、
親
権
を
一
時
的
に
制
限
す
る

「
親
権
の
一
時
的
制
限
制
度
」
や
親
権
の
一
部
を
制
限
す
る
「
親
権
の

一
部
制
限
制
度
」
と
い
っ
た
制
度
を
創
設
す
る
か
否
か
等
が
あ
り
、
②

児
童
福
祉
法
関
連
で
は
、
ⅰ
児
童
相
談
所
や
児
童
福
祉
施
設
に
一
時
保

護
さ
れ
て
い
る
児
童
の
監
護
権
は
、
児
童
相
談
所
長
や
施
設
長
の
方
が

親
権
者
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
か
ど
う
か
、
ⅱ
一
時
保
護
に
は
裁
判
所
を

関
与
さ
せ
る
か
否
か
、
等
の
議
論
が
あ
っ
た
。（
３
）
親
権
を
行
う
者

が
な
い
子
の
監
護
に
関
し
て
は
、
①
民
法
関
連
で
は
、
法
人
に
よ
る
未

成
年
後
見
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
か
、
②
児
童
福
祉
法
関
連
で
は
、
施

設
入
所
措
置
や
一
時
保
護
中
の
児
童
、
一
時
保
護
が
行
わ
れ
て
い
な
い

未
成
年
者
に
親
権
者
等
が
い
な
い
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
長
が
親
権

を
行
う
制
度
を
創
設
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
で
あ
り
、（
４
）
そ
の
他

の
論
点
に
は
①
民
法
で
は
、
民
法
上
の
懲
戒
権
を
削
除
す
る
か
否
か
、

②
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
ⅰ
接
近
禁
止
命
令
を
強
制
入
所
以
外
に
も
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広
げ
る
か
、
ⅱ
保
護
者
へ
の
指
導
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
家
庭
裁

判
所
を
関
与
さ
せ
る
か
否
か
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
親
権
制
度
研
究
会
の
報
告
を
受
け
、
法
務
省
（
民
法

関
連
）
と
厚
生
労
働
省
（
児
童
福
祉
法
、
児
童
虐
待
防
止
法
関
連
）
の

二
つ
の
ル
ー
ト
で
、
親
権
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
法
務
省
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、
平
成
二
二
年
二
月
五
日
に

法
制
審
議
会
へ
の
諮
問
が
行
わ
れ
て
、
児
童
虐
待
防
止
関
連
親
権
制
度

部
会
が
設
置
さ
れ
、
同
様
に
厚
生
労
働
省
ル
ー
ト
に
お
い
て
も
、
平
成

二
二
年
二
月
一
七
日
に
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
に
お
い
て
、
児
童

虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
の
設
置
が

了
承
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
平
成
二
三
年
の
通
常
国
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ

民
法
改
正
案
、
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
防
止
法
改
正
案
を
提
出
す

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
平
成
二
二
年
八
月
時
点
で
、
そ
れ
ぞ

れ
法
務
省
の
方
は
六
回
、
厚
生
労
働
省
の
方
は
四
回
ま
で
終
了
し
て
お

り
、
法
務
省
の
方
は
す
で
に
中
間
試
案
を
発
表
し
て
い
る
。

二
　
親
権
を
め
ぐ
る
昨
今
の
議
論

　

こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
親
権
制
度
委
員
会
の
報
告
書
（
以
下
「
報

告
書
」
と
略
称
）、
法
制
審
議
会
の
中
間
試
案
（
以
下
「
中
間
試
案
」

と
略
称
）、
そ
れ
か
ら
最
近
発
表
さ
れ
た
親
権
制
度
に
関
す
る
論
文
を

参
考
に
、
昨
今
の
議
論
を
見
て
い
こ
う
。

（
１
）  

親
権
制
度
上
、
最
も
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
現
行

の
親
権
喪
失
制
度
に
プ
ラ
ス
し
て
（
も
し
く
は
現
行
の
親
権
喪
失
制
度

に
代
え
て
）
も
う
少
し
限
定
さ
れ
た
親
権
喪
失
の
制
度
を
新
設
す
る
か

否
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
行
の
親
権
喪
失
宣
告
は
期
限
を
設
け
ず

に
親
権
の
全
部
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
大
き
す
ぎ

る
こ
と
か
ら
申
し
立
て
や
審
判
が
躊
躇
さ
れ
た
り
、
親
権
喪
失
後
の
親

子
の
再
統
合
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
主
張

も
聞
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
吉
田
恒
雄
「
親
権
制
度
見
直
し
研
究
会
で
何

が
議
論
さ
れ
た
の
か
」
子
ど
も
と
福
祉
三
巻
三
六
頁
）。
例
え
ば
、
親
権
を

部
分
的
に
喪
失
さ
せ
る
制
度
（
親
権
の
一
部
制
限
制
度
）
や
、
一
定
の

期
間
だ
け
親
権
喪
失
を
さ
せ
る
制
度
（
親
権
の
一
時
制
限
制
度
）、
合

理
的
な
理
由
が
な
く
親
が
同
意
し
な
い
時
に
裁
判
所
が
代
わ
っ
て
同
意

す
る
制
度
（
同
意
に
代
わ
る
審
判
）、
問
題
の
あ
る
親
権
者
に
は
親
権

監
督
人
を
選
任
す
る
制
度
（
親
権
監
督
人
制
度
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の

な
か
で
も
、
特
に
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
親
権
の
一
部

制
限
制
度
」
と
「
親
権
の
一
時
制
限
制
度
」
で
あ
る
。

　
「
親
権
の
一
部
制
限
制
度
」
に
お
い
て
ど
の
範
囲
で
親
権
を
制
限
す

る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
一
部
制
限
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
は
、「
個
別
具
体
的
な
事
案
に
お
い

て
実
際
に
必
要
な
部
分
を
裁
判
所
が
決
定
す
べ
き
」
と
い
う
主
張
を
し

て
い
る
（
吉
田
恒
雄
、
同
上
三
七
頁
）。
せ
っ
か
く
一
部
制
限
を
認
め
よ

う
と
い
う
以
上
、
実
際
に
必
要
な
部
分
の
み
の
制
限
に
す
れ
ば
良
い

し
、
そ
う
す
れ
ば
申
し
立
て
も
容
易
に
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
反
対
意
見
が
多
い
。
①
民
法
の
規
定
か

ら
離
れ
て
親
権
の
一
部
を
具
体
的
な
事
例
毎
に
特
定
し
よ
う
と
す
る
と

何
が
制
限
さ
れ
る
親
権
の
個
別
的
内
容
か
判
然
と
せ
ず
、
も
し
制
限
内
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容
を
家
庭
裁
判
所
が
特
定
す
る
と
な
れ
ば
よ
り
審
理
が
長
期
化
す
る
可

能
性
も
高
く
な
り
、
実
際
の
場
面
に
お
い
て
も
、
親
権
者
の
不
当
な
効

果
を
効
果
的
に
抑
止
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
②
親
権
の
一
部

を
出
来
る
限
り
特
定
し
て
制
限
す
る
の
で
、
親
権
者
が
制
限
さ
れ
て
い

な
い
部
分
に
関
し
不
当
な
親
権
行
使
を
繰
り
返
す
こ
と
が
容
易
と
な

る
。
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
親
権
の
一
部
制
限
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
何
度
も
何
度
も
親
権
制
限
の
申
し
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
申

し
立
て
権
者
の
負
担
に
な
り
、
子
の
安
定
的
な
監
護
も
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
報
告
書
三
五
頁
、
中
間
試
案
一
二
頁
）。
そ
こ
で
一

部
制
限
と
は
い
っ
て
も
、
現
行
の
管
理
権
の
喪
失
制
度
の
他
に
身
上
監

護
権
を
全
体
と
し
て
制
限
す
る
制
度
の
み
を
新
設
し
、
そ
れ
以
上
に
親

権
を
細
分
化
し
て
制
限
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
考
え
方
も
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
現
行
と
変
わ
ら
ず
、
何
よ
り
こ
の
「
親
権
の
一

部
制
限
制
度
」
の
必
要
性
自
体
に
つ
い
て
す
ら
、
消
極
的
な
見
解
が
多

く
聞
か
れ
る
（
報
告
書
三
〇
頁
）。
例
え
ば
、
親
権
の
一
部
を
制
限
し
、

そ
の
一
部
の
権
限
の
み
を
第
三
者
に
ゆ
だ
ね
る
と
す
る
と
親
権
者
と
第

三
者
に
権
限
が
分
属
す
る
た
め
、
権
限
の
範
囲
等
を
め
ぐ
っ
て
親
権
者

と
第
三
者
と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
、
子
の
安
定
的
な
監
護
を
害
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
や
、
親
権
の
一
部
を
制
限
す
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
容
易

に
申
し
立
て
が
認
容
さ
れ
る
と
誤
解
さ
れ
虐
待
以
外
の
事
案
に
も
濫
用

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
一
部
制
限
に
よ
る
べ
き
事
例

と
し
て
、
よ
く
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
の
件
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
親
の
宗
教

上
の
信
仰
を
理
由
と
し
て
子
ど
も
の
輸
血
に
同
意
し
な
い
よ
う
な
場
合

に
は
、
親
の
医
療
上
の
同
意
権
の
み
一
部
制
限
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
後
の
親
子
関
係
は
円
滑
に
は
行
か
な
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
一
部
制
限
に
対
し
て
、
一
時
制
限
の
方
は
比
較
的
前
向

き
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
中
間
試
案
で
は
期
間
は
二
年
が
有
力
で
、
た

だ
し
、
そ
の
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
家
庭
裁
判
所
に
自
由
に
期
間
を

設
定
さ
せ
る
見
解
と
、
原
則
は
二
年
間
だ
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

に
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
二

つ
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
中
間
試
案
二
一
頁
）。
た
だ
一
時
制
限

の
方
も
現
行
民
法
の
運
用
に
よ
っ
て
対
応
可
能
と
い
う
主
張
（
床
谷
文

雄
「
児
童
虐
待
の
法
的
対
応
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
四
六
号
八
四
頁
）
も
あ

り
、
ま
た
家
庭
裁
判
所
が
事
案
ご
と
に
適
切
な
期
間
を
定
め
る
の
は
通

常
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

も
し
一
時
制
限
の
制
度
を
導
入
す
る
と
し
て
も
、
現
在
あ
る
親
権
喪

失
制
度
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
一
時
制
限
及
び
親
権
喪

失
原
因
と
も
絡
ん
で
、
さ
ら
に
大
き
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
論
点
と

し
て
は
、
①
一
時
制
限
制
度
と
親
権
喪
失
制
度
を
全
く
別
の
制
度
と
考

え
る
か
、
そ
れ
と
も
一
時
制
限
制
度
の
延
長
に
親
権
喪
失
制
度
を
置
く

（
す
な
わ
ち
程
度
の
差
と
考
え
る
）
か
、
②
一
時
制
限
制
度
及
び
親
権

喪
失
原
因
に
お
い
て
「
帰
責
性
」
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、
の
二
点
で

あ
る
。
ま
ず
②
で
あ
る
が
、
一
時
制
限
制
度
及
び
親
権
喪
失
原
因
に
お

い
て
現
行
法
の
よ
う
に
「
帰
責
性
」
を
要
求
す
る
と
、「
親
を
非
難
し

て
い
る
」
と
い
う
形
に
な
り
、
そ
の
後
の
親
へ
の
指
導
が
し
に
く
く
な

る
こ
と
や
、
親
が
精
神
病
等
で
子
ど
も
の
面
倒
が
見
ら
れ
て
い
な
い
場
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合
の
よ
う
に
一
時
制
限
及
び
親
権
喪
失
が
し
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
一
時
制
限
の
場
合
に
は
「
帰
責
性
」
を
要
件
と
は
し
た
く

な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
報
告
書
で
は
、
①
に
お
い

て
一
時
制
限
の
場
合
は
「
帰
責
性
」
は
必
要
な
し
、
親
権
喪
失
の
場
合

に
は
「
帰
責
性
」
は
必
要
あ
り
と
い
う
全
く
別
の
制
度
と
す
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
い
た
が
（
報
告
書
一
三
～
一
六
頁
）、
中
間
試
案
で
は
、
一

時
制
限
制
度
と
親
権
喪
失
制
度
で
は
同
一
の
制
度
と
設
定
し
た
上
で
、

現
行
の
親
権
喪
失
制
度
と
そ
れ
ぞ
れ
親
権
全
体
・
監
護
権
・
管
理
権
の

一
時
制
限
の
組
み
合
わ
せ
で
五
つ
の
案
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一

時
制
限
及
び
親
権
喪
失
原
因
と
し
て
は
、
よ
り
具
体
的
に
「
父
又
は
母

に
よ
る
虐
待
、
悪
意
の
遺
棄
又
は
財
産
の
管
理
に
関
す
る
不
正
な
行
為

が
あ
っ
た
場
合
」
と
し
て
帰
責
性
を
要
求
す
る
か
、「
父
又
は
母
に
よ

る
虐
待
、
悪
意
の
遺
棄
、
財
産
の
管
理
に
関
す
る
不
正
な
行
為
が
あ
っ

た
場
合
そ
の
他
父
又
は
母
に
よ
る
親
権
の
行
使
が
著
し
く
困
難
又
は
不

適
切
で
あ
っ
た
場
合
」
か
「
父
又
は
母
に
よ
る
親
権
行
使
が
著
し
く
困

難
又
は
不
適
切
で
あ
っ
た
場
合
」
と
し
て
帰
責
性
を
な
く
す
か
と
い
う

議
論
に
な
っ
て
い
る
（
中
間
試
案
四
～
一
四
頁
）。
た
だ
し
「
帰
責
性
」

要
件
を
な
く
す
と
す
れ
ば
、
親
に
責
任
が
な
く
と
も
子
ど
も
を
取
り
上

げ
る
理
不
尽
な
場
合
も
生
じ
う
る
為
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
（
親
の
帰
責
性
を
要
件
と
し
な
け
れ
ば
、
浅
井
春
夫
「
な
ぜ
貧
困

の
視
点
か
ら
虐
待
を
問
う
こ
と
が
必
要
な
の
か
」
総
合
社
会
福
祉
研
究
三
五

号
九
～
一
四
頁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
貧
困
が
虐
待
の
構
造
的
な
背
景
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ア
メ
リ
カ
の
事
例
で
は
あ
る
が
聾
唖
者
の
母
親

で
は
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
し
た
英
語
を
喋
れ
な
く
な
る
の
で
子
ど
も
に
と
っ

て
不
利
益
と
捉
え
ら
れ
る
場
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
親
子
関
係
が
良
好
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
親
が
努
力
し
て
も
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
事
情
で

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
と
し
て
子
ど
も
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
親

の
み
な
ら
ず
子
に
と
っ
て
も
理
不
尽
な
事
態
と
な
る
。）。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
親
権
喪
失
の
申
立
人
は
「
子
の
親
族
、
検
察
官

（
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
相
談
所
長
も
加
え
ら
れ
て
い
る
）」
で
あ
る

が
、
子
自
身
も
親
権
喪
失
の
申
立
人
に
加
え
る
か
ど
う
か
議
題
に
上

が
っ
て
い
る
。
子
を
申
立
人
に
加
え
る
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る

（
二
〇
〇
三
年
五
月
三
〇
日
日
本
弁
護
士
連
合
会
「
児
童
虐
待
防
止
法
制
に

お
け
る
子
ど
も
の
人
権
保
障
と
法
的
介
入
に
関
す
る
意
見
書
」
一
一
頁
）

が
、
子
の
客
観
的
な
利
益
を
判
断
し
う
る
親
族
や
児
童
相
談
所
長
等
に

よ
っ
て
適
切
に
運
用
さ
れ
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
渦
中
に
あ

る
子
に
冷
静
な
判
断
が
出
来
る
の
か
、
法
的
責
任
に
の
み
押
し
つ
け
ら

れ
て
他
人
に
利
用
さ
れ
る
結
果
と
な
ら
な
い
か
、
ま
た
子
に
告
発
さ
れ

た
親
子
は
感
情
的
に
も
将
来
の
再
統
合
の
機
会
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
等
の
不
安
材
料
の
方
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
中
間
試

案
で
は
「
積
極
・
消
極
の
両
論
が
あ
り
、
な
お
検
討
す
る
も
の
」
と
し

て
い
る
（
中
間
試
案
二
五
頁
）。

　

ま
た
児
童
相
談
所
や
児
童
福
祉
施
設
に
保
護
さ
れ
て
い
る
児
童
の
監

護
、
教
育
、
懲
戒
に
関
し
て
は
、
児
童
福
祉
法
四
七
条
二
項
に
よ
っ
て

児
童
相
談
所
長
や
施
設
長
も
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
親
権
と
の
関
係
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
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で
、
施
設
入
所
中
又
は
里
親
等
委
託
中
の
児
童
に
つ
い
て
、
親
権
者
は

施
設
長
等
が
そ
の
権
限
行
使
と
し
て
行
う
措
置
に
抵
触
す
る
限
度
で
親

権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
等
、
施
設
長
等
に
よ
る
措
置
が
親
権
者
の

親
権
に
優
先
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
枠
組
み
に
よ
っ
て
親
権
者
の
親
権

を
そ
の
限
度
で
事
実
上
制
限
す
る
制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

施
設
長
等
に
よ
る
適
切
な
権
限
行
使
を
確
保
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ

き
か
、
判
断
に
迷
う
場
合
に
は
児
童
相
談
所
長
、
都
道
府
県
知
事
、
児

童
福
祉
審
議
会
等
の
意
見
を
聞
い
て
そ
の
当
否
を
判
断
す
る
仕
組
み
も

提
案
さ
れ
て
い
る
。
一
時
保
護
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
（
報
告
書

一
八
～
二
四
頁
）。

　

そ
し
て
一
時
保
護
の
場
合
は
、
親
の
意
に
反
す
る
施
設
入
所
と
違
っ

て
行
政
の
判
断
の
み
で
出
来
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
を
関
与
さ
せ
る
か

否
か
等
の
議
論
も
あ
る
。
一
時
保
護
に
つ
い
て
二
八
条
審
判
の
申
し
立

て
ま
で
の
期
間
に
限
る
と
い
う
考
え
方
や
、
一
定
の
期
間
を
超
え
て
一

時
保
護
を
継
続
す
る
場
合
に
は
、
一
時
保
護
に
つ
い
て
裁
判
所
の
承
認

を
要
す
る
も
の
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
（
報
告
書
二
五
～
二
九
頁
）。

（
２
）  

親
権
を
行
う
者
が
な
い
子
の
監
護
に
関
し
て
は
、
①
民
法
で
法

人
に
よ
る
未
成
年
後
見
が
出
来
る
よ
う
に
す
べ
き
か
ど
う
か
、
②
児
童

福
祉
法
関
連
で
施
設
入
所
措
置
や
一
時
保
護
中
の
児
童
、
一
時
保
護
が

行
わ
れ
て
い
な
い
未
成
年
者
に
親
権
者
等
が
い
な
い
場
合
に
は
、
児
童

相
談
所
長
が
親
権
を
行
う
制
度
を
創
設
す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

例
え
親
権
喪
失
宣
告
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
そ
の
子
ど
も
を

見
て
く
れ
る
未
成
年
後
見
人
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
親
権
喪
失
宣
告

に
踏
み
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
未
成
年
者
の
戸
籍
に
自
分
の
本
籍
等
が

記
載
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
、
報
酬
は
被
後

見
人
の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
引
き
受
け

手
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
間

試
案
で
は
、
法
人
に
よ
る
未
成
年
者
後
見
、
複
数
に
よ
る
後
見
が
前
向

き
に
検
討
さ
れ
て
い
る
（
中
間
試
案
三
三
～
三
六
頁
）。
未
成
年
後
見
人

で
は
財
産
管
理
よ
り
も
身
上
監
護
が
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
法
人

に
適
切
な
監
護
養
育
の
判
断
が
出
来
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
法
人
は
存

在
す
る
の
か
、
ま
た
複
数
後
見
だ
と
後
見
人
間
で
方
針
の
対
立
が
起
こ

り
や
す
く
な
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
の
か
と
い
う

問
題
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
報
告
書
で
は
、
児
童
相
談
所
長
が
職
務

と
し
て
後
見
を
行
う
公
的
後
見
も
新
た
な
制
度
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い

る
（
報
告
書
四
一
頁
）。
し
か
し
、
こ
ち
ら
も
、
実
際
に
可
能
な
の
か
、

適
正
確
保
の
為
に
は
ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
に
す
る
の
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

（
３
）  

そ
の
他
の
論
点
と
し
て
は
、
①
民
法
上
の
懲
戒
権
を
削
除
す
る

か
、
②
児
童
虐
待
防
止
法
の
接
近
禁
止
命
令
を
強
制
入
所
以
外
に
も
広

げ
る
か
、
③
保
護
者
へ
の
指
導
に
家
庭
裁
判
所
を
関
与
さ
せ
る
か
、
と

い
う
三
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
①
懲
戒
権
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
ⅰ
現
在

で
は
懲
戒
場
が
存
在
し
て
い
な
い
、
ⅱ
懲
戒
権
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に

自
分
の
行
っ
た
児
童
虐
待
を
正
当
化
す
る
親
権
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、

懲
戒
権
の
規
定
を
削
除
す
べ
き
と
い
っ
た
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る

（
鈴
木
博
人
他
「
親
権
法
及
び
関
連
法
改
正
提
案
」
戸
籍
時
報
六
五
〇
号
八

東洋法学　第54巻第 ２ 号（２010年1２月）

２0３



頁
）。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
懲
戒
権
は
子
の
監
護
教
育
に
必
要
な
範
囲

で
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
懲
戒
権
規
定
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
児

童
虐
待
が
正
当
化
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。
反
面
、
最
近
で
は
「
悪
い
こ

と
を
悪
い
」
と
親
が
自
分
の
子
ど
も
を
叱
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
て

お
り
、
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
等
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と

し
つ
け
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
風
潮
の
中
で
は
（
山
極
隆
「
家

庭
で
し
つ
け
る
べ
き
は
何
か
」
教
育
と
医
学
二
〇
一
〇
年
三
月
号
六
一
～

六
四
頁
）、
懲
戒
場
の
部
分
を
修
正
し
、
逸
脱
し
た
懲
戒
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
を
明
記
し
つ
つ
懲
戒
権
規
定
自
体
は
削
除
せ
ず
に
残
す
べ
き
と

い
う
考
え
方
も
あ
り
、
報
告
書
も
中
間
試
案
も
と
も
に
明
確
な
結
論
が

出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
べ
き
旨
の
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
（
報
告
書
五
八
～
五
九
頁
、
中
間
試
案
三
九
頁
）。

　

ま
た
、
②
児
童
虐
待
防
止
法
の
平
成
一
九
年
改
正
を
さ
ら
に
一
歩
進

め
て
、
児
童
虐
待
防
止
法
の
接
近
禁
止
命
令
を
強
制
入
所
以
外
に
も
広

げ
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
成
二
〇
年
の
統

計
で
接
近
禁
止
命
令
が
行
わ
れ
た
の
は
〇
件
で
実
績
が
な
く
、
同
意
入

所
及
び
一
時
保
護
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
に
は
報
告
書
で
は
慎
重
な
姿
勢

を
取
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
施
設
入
所
及
び
一
時
保
護
が
行
わ
れ
て
い

な
い
場
合
に
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
は
、
ⅰ
施
設
入
所
及
び
一

時
保
護
が
行
わ
れ
て
い
な
い
未
成
年
の
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
監

護
等
を
適
切
に
行
う
者
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
接
見
禁
止
命
令
よ

り
も
親
権
制
限
の
対
応
の
方
が
相
応
し
い
、
ⅱ
親
子
の
問
題
に
つ
い
て

は
未
成
年
の
子
に
限
ら
ず
成
人
し
た
後
で
も
問
題
が
あ
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
そ
の
点
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
ⅲ
仮
に
親
族
等
に

申
し
立
て
権
を
認
め
る
と
、
児
童
虐
待
以
外
の
事
案
に
も
濫
用
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
、
等
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
報
告
書
四
八
～

五
〇
頁
）。

　

そ
し
て
、
③
保
護
者
へ
の
指
導
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
家
庭
裁

判
所
を
関
与
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
実
務
（
児
童
相
談

所
）
の
方
で
は
対
立
関
係
に
あ
る
保
護
者
が
裁
判
所
の
勧
告
等
な
ら
受

け
入
れ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
理
論
的
に
は
保
護
者
指
導
へ
の
積
極
的
な
関
与
は
司
法
の
本
来
的

役
割
で
は
な
く
、
公
権
力
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
超
え
て
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
は
司
法
の
役
割
を
あ
い
ま
い
に
す
る
（
行
政
と
司
法
の
一
本

化
を
招
く
）
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
報
告
書
五
〇
～
五
五
頁
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
親
権
制
度
に
お
い
て
は
数
多
く
の
論
点
が
見
ら
れ

る
が
、
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
の
中
に
は
、
虐
待
防
止
へ
の
熱
意
の
あ

ま
り
、
虐
待
の
場
面
し
か
想
定
し
て
い
な
い
視
野
の
狭
い
議
論
に
陥
る

危
う
さ
も
所
々
で
感
じ
ら
れ
る
。
親
権
制
度
の
新
た
な
設
計
は
、
親
子

関
係
に
関
す
る
様
々
な
方
面
へ
波
及
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
影
響
は
甚

大
で
あ
る
。
親
権
制
度
は
虐
待
の
み
を
念
頭
に
お
い
た
制
度
で
は
な

く
、
多
く
の
健
全
な
親
に
も
一
律
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
議
論
が
望
ま
れ
る
。

�

（
東
洋
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
）
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